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項 目 内 容 

Ⅰ 研究の目的 東京都では、「東京都特別支援教育推進計画第三次実施計画」において、「発

達障害の児童・生徒もやがては社会参加していくことを考慮すれば、在籍学級

や在籍校において教育環境の整備に努めることは、発達障害の児童・生徒やそ

の保護者のみならず、学級の友達や支援に関わる教員や保護者同士にとっても

大きな意義がある」とし、通常の学級に在籍する発達障害の児童・生徒が自分

の通う学校を離れて通学する「拠点校方式」から、すべての小・中学校に「特

別支援教室」を設置し、通級指導学級の教員が巡回し指導・相談を行うという

「重層的な支援体制」への移行の構想を明らかにしている。 

 本研究では、特別支援学級の担任である筆者が、勤務校の小学校にて「重層

的な支援体制」の第１層にあたる特別支援教室を模擬的に行い、在籍学級担任

との「協働」による児童への支援や指導の効果と限界を明らかにしていく。ま

た「重層的な支援体制」の第２層にあたり、新たに巡回指導を行う情緒障害等

通級指導学級（以下、通級学級）の実地調査を行い、特別支援教室構想に際し

ての現場レベルでの課題を探り、有効な手だてを提案していきたい。 

Ⅱ 研究の方法 １ 在籍学級担任との「協働」による児童への支援や指導の効果と限界を明ら

かにしていくために、筆者の勤務校にて特別支援教室の模擬的な実践を行

う。 

（１）４名の児童の個別の取り出し指導。実施頻度は週１回１単位時間（45

分間）程度。指導期間はＹ年４月から 12 月まで。 

Ａ・Ｂ児は、書字・読字の指導。Ｃ児は在籍学級での学習の補充。Ｄ児は感情

コントロールに関する課題（自立活動）を重点的な指導内容とする。 

（２）在籍学級担任へのコンサルテーション（週１回）。休み時間や放課後に 

担任と該当児童についての指導方針の確認や相談を行う。 

（３）指導期間終了後の担任へのアンケートの実施と分析。 

 

２ 特別支援教室構想に際しての現場レベルでの課題を探るために、東京都内

の通級学級（情緒・言語）、学習指導室、NPO 法人等にて現地調査を行う。 

（１）授業観察 （２）管理職・担任・担当者へのインタビュー （３）施設

見学 （４）巡回指導記録等の分析（「特別支援教室」を先行的に実施してい



Ⅲ 研究の結果 る学校にて） 

１ 模擬的な特別支援教室の実践 

（１）事例１ 文字を書くのが遅く、イライラの募りやすいことが多いＡ児 

（６年生） 

担任へのコンサルテーションは、特別支援教室の担当者から助言を与えると

いう関係性ではなく、Ａ児が在籍学級で行ったエピソードを共感・支持し、在

籍学級担任にとって取り組みのよい面を強化していけるようにした。また、フ

ットワークよく教室へ出向き、短時間でも児童にとって本質的な話し合いがで

きるようにした。取り出し指導を開始してまもなく、目標とした適切行動「学

習中にイライラすることを減らす」が改善され、続いて「文字を正しく枠内に

書く」ことの効果が見られた。クラスの友達との遊びの中で字を小さく書ける

ようになったというエピソードもあり、取り出し指導の直接的効果であるとは

断言できないが、コンサルテーションと連動して取り組んだ成果の一端である

ととらえることができよう。 

指導期間終了後の担任へのアンケート調査では、取り出し指導とコンサルテ

ーションの時間・回数ともに「ちょうどよい」との回答があった。また、特別

支援教室の担当者への要望として、「Ａ児の指導についてのアイディアがほし

い」「教室に入って TT で指導できるとよい」「相談にのってほしい」「障害につ

いても理論を教えてほしい」とあった。 

（２）事例２ 書字の課題と、自己コントロール力の低いＢ児（４年生） 

（３）事例３ 知的な遅れが疑われるＣ児（６年生） 

（４）事例４ 怒りの感情コントロールに課題のあるＤ児（３年生） 

 

２ 東京都内の情緒障害等通級指導学級への調査より 

 管理職や担任へのインタビュー調査からは、特別支援教室構想に対しての現

場での課題を「システム」「指導内容」「児童への懸念」「通級指導学級の存在

意義」の四つのカテゴリーに分けることができる。 

 

Ⅳ 考察 ○特別支援教室の担当者が行うコンサルテーションは、担任のキャリアや思い

に応じた「寄り添い型のコンサルテーション」が有効である。  

○児童の認知スタイルに応じた個別指導を行っていくことで、週１回１時間程

度の取り出し指導においても効果が見られた。  

○特別支援教室の担当者には、発達障害の児童に対する指導技術があるだけで

なく、通常の学級での指導への般化の視点での知識や、担任へのコンサルテー

ションを行う能力が専門性として求められる。 

 

 


